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令和７年１月羽島市教育委員会定例会会議録

令和７年１月２３日、令和７年１月羽島市教育委員会定例会を羽島市役所本庁舎３

階３０２会議室において開いた。

議事日程

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 報第 ２号 羽島市教育委員会の後援等承認の報告について

日程第３※報第 １号 令和６年度要保護及び準要保護児童生徒の認定等について

日程第４

１ 各課の事業進捗状況

（※印は秘密会で開催）

本日の会議に付した議事

議事日程に同じ

出席者

教育長（議長） 森 嘉 長

教育委員 今 枝 甫

教育委員 春 日 民 奈

教育委員 今井田 裕 子

教育委員 � 川 功

説明のため出席した職員の職氏名

事務局長 不 破 勝 秀

事務局次長兼教育政策課長 小 川 隆 正

事務局次長兼教育政策課施設担当課長 稲 葉 佳 樹

事務局次長兼学校教育課長

兼教育支援センター長 高 橋 浩 之

西部幼稚園長 安 藤 賢 治

北部学校給食センター所長 竹 内 弘 明

南部学校給食センター所長 亀 山 佳 枝

生涯学習課主幹 大 橋 寛 子

図書館長 番 重 宗

スポーツ推進課長 柴 田 泰 宏



午後１時３０分開議

日 程 発言者 発 言 の 要 旨

教育長挨拶 教育長 ・ ２０歳のつどい記念式典について

式典に出席いただき感謝する。式典運営にかかわった代

表の方々をはじめ、新成人のみなさんの自覚と責任ある言

動が印象に残った。

代表者の誓いの言葉では、中島小や中島中での学校生活

や部活動、ボランティア活動について語ってくれ、特に小

中学校で何にでも挑戦できる力や忍耐力が身についたと

話してくれた。

・ 不二竹鼻町屋ギャラリーについて

現在、開催されている企画展「つながる原風景」に出展

している作家の、竹鼻小・中出身の水谷篤司さん、正木小・

羽島中出身の西村卓さんと作品展の初日にお会いして、話

をした。

小中学校の頃にアーティストとしての原点がある、例え

ば美術の時間に造形で手を作ったことや発明くふう展、市

が開催する美術展に入選したこと、先生が背中を押してく

れたことが思い出にあると話してくれた。教育行政、学校

教育の重みを感じた。

・ 羽島市幼保小連携推進協議会について

２月１７日に二つの点について答申を受けた。一つは学

びの連続性に配慮した連携をどうするかということ、もう

一つは生涯にわたる学びや生活の基盤を培う幼児教育の

あり方である。

小学校と幼稚園・保育園の先生が、互いの教育について

理解を深めていくことの必要性、さらには小学校区ごとに

期待する子ども像を描くことの重要性が提言された。

いわゆる小１ギャップに対処するため、架け橋カリキュ

ラムがあり、常に評価改善そして先生方の研修を継続する

ことが強調されたと思う。

開 会 議長 出席委員が定足数に達していることから令和７年１月羽

島市教育委員会定例会の開会を宣言する。

報第１号について秘密会としたい旨述べ、委員の発言を求

める。（各委員から異議なしの声あり。）

異議がないので、報第１号について秘密会とすることが承

認された旨述べる。

日程第１ 議長 本日の会議録署名委員に今井田委員を指名する。

日程第２ 議長 報第２号を議題とする旨述べ、説明を求める。

【説明】 以下の後援事業の申請者、目的、事業開催内容等を説明す

る。

【教育政策課長】

（第５２回羽島市民新春マラソン大会、第１４回ぎふ清



流郡市対抗駅伝競走大会）

【学校教育課長】

（子供ロボットプログラミング大作戦、子供の未来のた

めにお金について学ぼう！～子育て世帯のマネー講座～）

議長 委員の発言を求める。

発言がないので日程第２ 報第２号の報告を終える旨述

べる。

日程第３ 議長 報第１号を議題とし、秘密会で行う旨述べる。（以下日程

第３は秘密会）

日程第４ 議長 秘密会を解く。

各課の事業進捗状況の説明を求める。

【説明】 【教育政策課長】

・ 現在、１１月に新しい時代の学校構想検討委員会より

受けた答申の内容について各学校運営協議会を訪問し、

情報提供を行っている。

【学校教育課長】

 ⑴ いじめの状況について 

１２月１日から１２月３１日までの間に報告があっ

た事例は、児童７件、生徒１件の計８件である。

仲良しの子ども同士のトラブルや、行為者不明の事案

がある。男の子同士のトラブルは手が出るものが多い。

保護者からの情報提供が増えている。

 ⑵ 不登校の状況について 

１２月の不登校の状況は、小学校・前期課程５１名、

中学校・後期課程１１４名の計１６５名である。

３０日以上欠席した児童生徒に関しては、１２名の子

どもと８月以降会えなかったが、スクールソーシャルワ

ーカーの働きも大きく、現在９名へ減った。

 ⑶ 交通事故・学校事故の状況について 

交通事故は、２件であった。

学校事故は、１件であった。

 ⑷ 学級閉鎖について 

インフルエンザによる学級閉鎖は２件であった。

 ⑸ 羽島市幼保小連携推進協議会の答申について 

委員から、羽島市で小学校、公立幼稚園、私立幼稚園

と保育園、認定こども園の代表の方が一つのテーブルに

つくのは初めてのことで大きな意義があるとおっしゃ

っていただいた。

小学校との連携で感じたことは、小学校が、幼稚園ま

での保育や教育を十分に把握しておらず、小学校の教育

課程を行っているということである。これについて先進

事例である堀津小学校の例をご紹介すると、１年生の４

月は算数と国語はやらなくて生活や他の教科を中心に



やったり、軽い遊びから一日を始めており、小１ギャッ

プの解消ができている。

小学校側も努力すべきことがあるというのが私達の

立場からすると言えるかもしれない。

今後、この答申についてリーフレットを作成する予定

である。

議長 委員の発言を求める。

【今枝委員】

・ 私の感覚だと、保育園は、遊びながら保育、幼稚園は、

ある程度カリキュラムで教育的な中身がある。こども園

の目標、やり方はどのようなものか。

（事務局）

・ 平成３０年に、幼稚園要領と保育園指針を全部統

一して、遊びを学びにすることとなった。

国の指導は、厚生労働省側の福祉の保育園と保育

園型こども園、文部科学省の幼稚園と幼稚園型こど

も園については、全て学びの前倒し的なことをやめ

て、遊びを充実させ、その中から学びましょうとな

った。

親の立場では保育園・幼稚園で絵が描けるように

なる、足し算ができるようになるのは嬉しいと思

う。でも度がすぎると、子どもにプレッシャーを与

えてしまったり、子どもも小学生レベルのことを教

えられた結果、わからずに勉強に苦手意識を持ちか

ねないということを、保護者や教育関係者や地域の

方にも広く理解いただきたい。

【今井田委員】

・ 先日の羽島市総合計画審議会の際の、令和７年度から

の学校教育の中で、指標に不登校児童生徒数が抜けて、

問題行動件数が入っていた。具体的には、どのようなレ

ベルのものが問題行動件数として数えられるのか。

（事務局）

・ 問題行動とは、原則として反社会的なもので、い

じめとは別に集計して県に報告しており、その数値

を指標にするものである。なお、令和５年度は１６

０件であった。

【西部幼稚園長】

・ 年中児４歳児の編入が相次いでおり、今年度で５人年

中児が増えている。

【南部・北部学校給食センター所長】

・ 特になし

【生涯学習課長】

 ⑴ ２０歳の集い（１月１２日） 



今年は５２８人が出席し、出席率は７２．３％だった。

当日は和やかな雰囲気の中、交流会や式典が行われた｡

なお、令和６年の出席率は７４．１％であった。

 ⑵ 不二竹鼻町屋ギャラリー 

企画展「つながる原風景」を１月１８日より開催して

いる。

 ⑶ 羽島市美術展少年の部 

１月３０日から２月２日まで不二羽島文化センター

において開催予定である。子どもたちの素敵な作品をご

覧いただけると幸いである。

【図書館長】

・ 特になし

【スポーツ推進課長】

 ⑴ 新春駅伝大会（１月２６日）

羽島市スポーツ少年団本部主催で桜堤サブセンター

において開催予定である。園内の園路を利用して行わ

れ、本年度は４年生以下の部は７チーム、６年生以下が

９チームの計１６チームの参加となり昨年度より３チ

ームの増となっている。

 ⑵ 岐阜陸上競技協会、第１４回岐阜清流郡市対抗駅伝競

走大会（２月１６日）

岐阜県庁から不二羽島文化センターまで往復、全１１

区間で３２．２キロのコースを走る。羽島市の小中学校

からは合計９名がエントリーをしている。

このうち桑原学園の生徒は、１月１２日に京都市で行

われた第４３回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会に

も岐阜県代表として参加をしている。

【事務局長】

・ 特になし。

議長 委員の発言を求める。

発言がないので事業進捗の報告を終える。

閉会 議長 以上で本日の議事日程は全て終了したので、令和７年１月羽

島市教育委員会定例会の閉会を宣言する。



午後２時４０分 閉会

上記会議の大要を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。

令和７年１月２３日

教育長 森 嘉 長

委 員 今井田 裕 子


